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「スマトラ」によるコスト削減効果

単位：億円

2010年
3月期

2013年
3月期

2014年
3月期

2015年
3月期

2016年
3月期

89,685 90,410 95,637 97,749 100,343

2,021 4,220 5,382 6,413 6,348

359,746 326,240 320,725 336,670 335,244

国内 230,948 207,727 196,207 193,638 187,936

海外 128,798 118,513 124,518 143,032 147,308

900 963 947 1,008 1,056

国内 365 314 283 275 262

海外 535 649 664 733 794

従業員数（人）

子会社数（社）

日立の連結業績

決算期

売上高

営業利益

日
立
は
、
「
構
造
改
革
」
に
よ
り
雇
用
が
喪
失
し
、
事
実
上
の
「
解
雇
」
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
社
会
的
責
任
を
負
う
べ
き
で
す
。

日
立
の
企
業
理
念
は
「
優
れ
た
自
主
技
術
・
製
品
の
開
発
を
通
じ
て
社
会

に
貢
献
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
今
の
日
立
の
経
営
方
針
は
、
こ
の
理
念

か
ら
逸
脱
す
る
方
向
に
向
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
リ
ス
ト
ラ
経
営
」
か
ら
脱
却
し
、
社
員
を
大
切
に
し
て
、
す
ぐ
れ
た
製
品

の
開
発
・
生
産
で
売
上
を
伸
ば
し
て
利
益
を
上
げ
る
、
持
続
可
能
な
成
長

を
実
現
す
る
経
営
に
転
換
す
べ
き
で
す
。

５
月
18
日
に
発
表
さ
れ
た
「
２
０
１
８
中
期
経
営
計
画
」
で
は
、
経
営
目

標
と
し
て
営
業
利
益
率
８
％
超
、
利
益
４
０
０
０
億
超
と
い
う
２
０
１
５
年

度
実
績
か
ら
は
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
売
上
高
は
10
兆
円

と
横
ば
い
と
し
て
い
ま
す
。
「
営
業
利
益
率
が
５
％
に
満
た
な
い
事
業
は
撤

退
す
る
」
と
表
明
し
、
今
年
度
の
予
算
で
も
構
造
改
革
費
用
を
８
０
０
億
円

（
内
、
人
員
対
策
で
３
０
０
億
円
）
を
計
上
、
３
０
０
０
人
の
リ
ス
ト
ラ
を
す

る
と
公
言
し
て
い
ま
す
。

日
立
は
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
重
視
の
新
事
業
体
制
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

経
営
戦
略
は
従
来
通
り
の
、
売
上
を
伸
ば
さ
な
く
て
も
利
益
を
上
げ
る
た
め
の

「
構
造
改
革
」
に
よ
る
「
リ
ス
ト
ラ
経
営
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

利
益
の
源
泉
は
「構
造
改
革
」で
国
内
の
人
減
ら
し

日
立
の
経
営
状
況
は
、
売
上
高
は
10
兆
円
前
後
で
横
ば
い
で
す
が
、
営

業
利
益
は
右
肩
上
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
立
は
、
経
営
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
高
収
益
経
営
の
た
め
の
「
構
造
改

革
」
で
、
国
内
事
業
部
門
の
縮
小
・
閉
鎖
・
離
し
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し

た
。
２
０
１
０
年
以
降
で
、
国
内
従
業
員
は
４
万
３
千
人
超
、
国
内
子
会

社
は
１
０
０
社
以
上
減
ら
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
１
１
年
度
か
ら
、
「
ス
マ
ト
ラ
」
＝
「
コ
ス
ト
構
造
改
革
」

で
毎
年
１
０
０
０
億
円
も
の
コ
ス
ト
削
減
を
行
い
、
５
年
間
で
４
３
０
０

億
円
も
削
減
し
て
き
ま
し
た
。
「
ス
マ
ト
ラ
」
は
、
生
産
・
製
造
・
開
発

に
関
わ
る
コ
ス
ト
削
減
に
止
ま
ら
ず
、
人
員
削
減
や
労
働
条
件
、
福
利
厚

生
の
徹
底
し
た
切
り
下
げ
も
強
行
し
て
き
ま
し
た
。

日
立
の
高
収
益
の
源
泉
は
、
「
売
上
を
伸
ば
さ
な
く
て
も
利
益
を
上
げ

る
」
手
法
の
「
構
造
改
革
」
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
で
内
部
か
ら
利
益
を
絞

り
上
げ
て
き
た
結
果
と
い
え
ま
す
。
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日 立 懇

「企
業
理
念
」に
基
づ
く
経
営
に
転
換
を

日
立
は
、
２
０
１
６
年
３
月
連
結
決
算
で
「
中
国
経
済
の
減
速
影
響
を

受
け
た
」
と
言
い
な
が
ら
、
内
部
留
保
は
１
７
０
０
億
円
も
積
み
増
し
、
２

兆
９
８
０
２
億
円
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
今
年
２
０
１
６
年
春
闘
に
お
け
る
社
員
の
賃
上
げ
は
、
わ
ず
か

１
５
０
０
円
で
す
。
こ
の
５
年
間
合
計
で
も
６
５
０
０
円
足
ら
ず
で
す
。

内
部
留
保
の
数
％
で
雇
用
の
維
持
と
大
幅
賃
上
げ
は
十
分
可
能
で
す
が
、
会

社
の
利
益
が
会
社
の
業
績
に
貢
献
し
て
い
る
社
員
の
雇
用
や
賃
金
に
還
元
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
各
事
業
部
門
毎
に
、
高
い
利
益
目
標
達

成
の
た
め
に
、
「
事
業
再
編
」
で
、
リ
ス
ト
ラ
・
人
員
削
減
を
繰
り
返
し
て

き
て
い
ま
す
。

「２
０
１
８
中
計
」も
「リ
ス
ト
ラ
経
営
」

会
社
利
益
は
社
員
に
還
元
さ
れ
ず



現在の職場生活の不安感（％）
今
の
働
き
方
が
続
く
と

体
力
が
も
た
な
い

今
の
働
き
方
が
続
く
と

こ
こ
ろ
の
病
に
な
る

配
転
や
職
種
転
換
で
仕

事
内
容
が
変
わ
る

転
居
を
伴
う
転
勤
が
あ

る 分
社
化
に
よ
り
会
社
が

変
わ

っ
て
し
ま
う

2015年計 56.4 49.5 53.4 50.5 63.6

総合職計 59.1 52.4 53 52.6 63.4

基幹職計 50.4 43.1 54.9 46.4 65.3
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仕事のやりがい

日
立
製
作
所
は
、
国
連
が
定
め
る
グ
ロ
ー
バ
ル
コ

ン
パ
ク
ト
（
持
続
可
能
な
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の

世
界
的
な
枠
組
み
作
り
）
に
参
加
し
推
進
す
る
日
本

を
代
表
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
す
。

そ
し
て
、
内
外
に
向
け
て
「
日
立
グ
ル
ー
プ
人
権

方
針
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
「
日
立

は
国
連
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
」

の
実
行
を
通
じ
て
、
人
権
尊
重
の
責
任
を
果
た
す
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
立
の
職
場
で
は
、
人
格
の
否
定
、
人

権
無
視
な
ど
が
横
行
し
「
人
権
方
針
」
は
全
く
機
能

し
て
い
ま
せ
ん
。

◇
◆
◇
◇

▼
（
情
通
）
戸
塚
事
業
所
で
は
、
事
業
所
閉
鎖
で

多
く
の
人
が
遠
方
へ
の
異
動
や
退
職
に
追
い
や
ら

れ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の
出
向
は
転
籍
前

提
で
、
し
か
も
口
頭
で
の
示
達
で
済
ま
し
て
い
る
。

▼
日
立
か
ら
Ｗ
Ｄ
社
に
譲
渡
し
た
Ｈ
Ｇ
Ｓ
Ｔ
ジ
ャ

パ
ン
が
突
然
、
小
田
原
事
業
所
閉
鎖
を
発
表
。
社

員
は
ま
と
も
な
職
も
見
つ
か
ら
な
い
ま
ま
職
場
か

ら
追
い
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
転
職
支
援
会
社

パ
ソ
ナ
へ
の
支
援
申
込
書
が
退
職
届
兼
用
に
な
っ

て
い
る
。

▼
（
日
立
超
Ｌ
）
で
は
、
20
年
以
上
働
い
て
き
た

大
卒
労
働
者
が
、
早
期
退
職
を
拒
否
し
た
ら
製
造

会
社
へ
出
向
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
「
リ
ス
ト
ラ

部
屋
」
に
入
れ
ら
れ
、
入
社
時
の
格
付
「
総
合
職

研
修
員
」
ま
で
降
格
さ
せ
ら
れ
た
。
職
場
復
帰
し

た
が
、
未
だ
に
是
正
さ
れ
な
い
。

▼
（
日
立
Ｉ
Ａ
）
で
は
、
処
遇
制
度
の
大
幅
な
改

定
が
実
施
さ
れ
、
多
く
の
社
員
が
賃
金
・
賞
与
が

減
額
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
会
社
規
則
改
定
が
社

員
に
提
示
さ
れ
ず
労
基
署
に
も
届
出
な
し
。
。
労

働
基
準
監
督
署
が
調
査
し
て
、
労
基
法
89
条
違
反

と
会
社
に
行
政
指
導
す
る
。

▼
（
情
映
テ
ッ
ク
）
は
２
０
１
６
年
３
月
、
労
働

基
準
監
督
署
か
ら
「
労
働
時
間
管
理
強
化
」
（
サ
ー

ビ
ス
残
業
）
の
是
正
勧
告
・
指
導
を
受
け
た
。
２

０
１
５
年
１
月
か
ら
12
月
の
期
間
で
、
実
態
時
間

と
申
告
時
間
に
延
べ
１
万
時
間
以
上
の
差
異
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

▼
日
立
関
連
会
社
へ
出
向
さ
せ
ら
れ
、
出
向
期
限

満
了
後
は
元
へ
戻
る
仕
事
は
な
い
の
で
、
社
外
転

進
す
る
か
退
職
金
割
増
金
を
も
ら
っ
て
退
職
す
る

よ
う
強
要
さ
れ
た
。

▼
戸
塚
で
共
働
き
の
夫
婦
が
、
秦
野
に
異
動
後
、

妻
だ
け
が
幼
い
子
ど
も
を
抱
え
な
が
ら
、
横
浜
か

ら
福
島
県
の
郡
山
市
に
異
動
さ
せ
ら
れ
る
。
「
育

児
・
介
護
休
業
法
26
条
」
を
全
く
無
視
。

▼
日
立
製
作
所
に
転
職
し
た
労
働
者
が
仕
事
が
ハ
ー

ド
で
、
過
労
で
倒
れ
る
。
上
長
か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
で

う
つ
病
を
発
症
し
た
。

▼
両
親
を
介
護
す
る
た
め
、
定
時
で
帰
宅
す
る
と

申
し
出
た
ら
「
割
増
金
を
支
給
す
る
か
ら
早
期
退

職
を
」
と
強
要
さ
れ
た
。

▼
技
術
開
発
業
務
か
ら
社
内
の
郵
便
業
務
に
異
動

さ
せ
ら
れ
、
年
収
が
40
％
以
上
も
減
収
に
さ
せ
ら

れ
た
。

▼
日
立
製
作
所
に
入
社
し
て
間
も
な
い
社
員
が
、

子
会
社
に
転
籍
さ
せ
ら
れ
た
。

「
が
ん
ば
っ
て
日
立
に
入
社
し

た
の
に
…
」
と
。

職
場
は
こ
ん
な
に
ひ
ど
い-

違
法
・人
権
無
視
が
横
行

労
組
調
査
で
も
、
職
場
環
境
は
年
々
悪
化

会
社
が
高
業
績
を
続
け
る
な
か
で
、

職
場
の
働
く
環
境
は
年
々
悪
化
の

一
途
で
す
。

日
立
労
組
が
昨
年
実
施
し
た
「
処

遇
・
生
活
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

（
下
図
）
で
は
、
仕
事
の
や
り
が
い

は
、
「
大
き
く
落
ち
込
ん
で
、
過
去

５
年
間
で
最
低
」
。
職
場
生
活
の
不

安
感
は
、
「
分
社
化
に
よ
り
会
社
が

か
わ
っ
て
し
ま
う
」
「
今
の
働
き
方

が
続
く
と
体
力
が
持
た
な
い
」
が
過

半
数
で
す
。
疾
病
状
況
も
深
刻
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。


